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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
二
十
四
）
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農
本
主
義
者
橘
孝
三
郎
と
犬
田
卯

　

橘
孝
三
郎
は
、
犬
田
卯
よ
り
２
年
遅

く
、
明
治
26
年（
１
８
９
３
年
）に
東
茨

城
郡
常と

き

わ盤
村
、
現
在
の
水
戸
市
で
生
ま

れ
た
。
第
一
高
等
学
校（
東
京
大
学
の

前
身
）
へ
進
み
、
同
校
を
中
退
し
て
帰

郷
。
共
鳴
し
て
い
る
ロ
シ
ア
の
文
学
者

ト
ル
ス
ト
イ
の『
農
民
思
想
・
人
道
主

義
』
を
手
本
に
、
橘
家
所
有
の
田
畑
３

０
０
町
歩
余
り
を
橘
農
場
と
称
し
て
農

場
経
営
を
始
め
た
。

　

や
が
て
橘
は
、農
場
経
営
を
土
台
に
、

幸
徳
秋
水
が
主
張
し
続
け
た
原
始
回
帰

思
想
、
そ
れ
に
大
地
主
義
・
勤
労
主
義
・

兄
弟
主
義
を
折
せ
っ
ち
ゅ
う
衷
し
て
、
独
自
の『
農

本
主
義
思
想（
農
業
お
よ
び
農
村
社
会

を
国
の
本
と
す
る
考
え
方
）』
に
到
達
、

世
間
か
ら
注
目
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和

３
・
４
年（
１
９
２
８
年
～
１
９
２
９

年
）
か
ら
、
県
内
各
地
、
主
に
農
村
を

講
演
し
て
歩
く
。
内
容
は
、
農
村
恐
慌

な
ど
に
対
す
る
問
題
、
日
本
愛
国
革
新

の
絶
対
性（
世
界
の
大
勢
、
日
本
行
詰

の
根
本
原
因
、
農
村
学
お
よ
び
地
方
分

権
。
こ
れ
は
日
本
愛
国
革
新
本
義
と
題

し
て
本
に
な
る
）で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
橘
は
、東
茨
城
郡
磯
浜
町（
現

大
洗
町
）
の
日
蓮
宗
護
国
寺
で
国
家
主

義
者
井
上
日に
っ
し
ょ
う
召
と
出
会
い
、
そ
れ
以
降

は
国
家
革
新
運
動
に
も
身
を
投
じ
た
。

　

昭
和
６
年
に
な
る
と
、橘
の
思
想（
政

治
・
社
会
に
対
す
る
考
え
方
）、
信
条

に
共
鳴
し
て
い
る
20
数
名
の
青
年
と
農

場
内
に
、
農
本
主
義
に
基
づ
い
て
、
農

村
を
改
革
し
、
農
民
の
地
位
向
上
を
目

的
と
す
る
愛
あ
い
き
ょ
う
じ
ゅ
く

郷
塾
を
設
け
た
。

　

愛
郷
塾
の
主
た
る
実
質
的
な
活
動

は
、
愛
郷
畜
産
購
買
販
売
利
用
組
合
を

結
成
し
て
の
、
肥
料
、
日
用
品
共
同
購

入
お
よ
び
農
産
物
の
共
同
販
売
で
あ
っ

た
。
こ
の
活
動
な
ど
を
通
じ
て
愛
郷
塾

の
塾
生
が
次
第
に
増
え
、
県
下
で
４
０

０
名
余
に
な
り
、
29
町
村
に
支
部
が
設

け
ら
れ
た
。

　

そ
の
年
の
11
月
、
橘
は
、
東
京
に
出

て
犬
田
卯
や
農
本
主
義
者
ら
と
日
本

村そ

ん

じ治
派
同
盟
の
結
成
に
参
加
。
橘
は
、

『
地
方
自
治
主
義
の
基
礎
の
上
に
成
立

し
た
中
央
議
会
お
よ
び
中
央
政
府
を

し
て
中
央
統
制
の
実
を
完
全
な
ら
し
む

る
』と
し
、
犬
田
は
、『
実
践
の
基
礎
を
わ

れ
わ
れ
は
大
衆
運
動
に
置
き
、
何
等
権

力
的
中
央
組
織
に
よ
ら
ざ
る
こ
と
』
と

い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
結
局
、
同
同

盟
は
実
際
に
何
も
活
動
す
る
こ
と
な
く

自
然
に
消
滅
し
た
の
だ
っ
た
。

　

翌
昭
和
７
年
１
月
に
橘
は
、
阿
見

村（
の
ち
に
町
）の
航
空
技
術
訓
練
施
設

霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
練
習
生
古
賀
清

志
・
中
村
義
雄
両
中
尉
の
講
演
依
頼

で
、
土
浦
町
の
料
亭
霞
月
に
来
た
。
そ

の
席
に
は
小
園
安
名
大
尉（
敗
戦
の
と

き
厚
木
海
軍
航
空
隊
司
令
）
ら
同
隊
教

官
数
名
と
、
練
習
生
数
名
が
い
た
。
橘

と
小
園
は
そ
の
後
密
接
に
連
絡
を
と

る
間
柄
に
な
る
。
橘
は
、『
資
本
主
義
が

如い

何か

に
農

村
を
搾さ
く
し
ゅ取

し
て
い
る

か
、

３

年

前
に
米
が

一
石
28
円

だ
っ
た
が
、

昨
年
秋
に

は
半
値
以

下
の
12
円

だ
』
と
い
う

例
も
引
い

て
極
度
の
農
村
窮
状
か
ら
の
立
ち
直
る

策
を
述
べ
、
さ
ら
に
は『
国
家
１
０
０

年
の
計
を
樹
つ
る
等
々
、
そ
う
し
て
日

本
に
お
け
る
革
命
の
絶
対
必
要
性
を
高

調
』し
て
話
を
く
く
っ
た
。

　

同
年
５
月
15
日
に
、
国
家
改
造
を
叫

ん
で
古
賀
海
軍
中
尉
ら
が
決
起
、
こ
れ

に
陸
軍
士
官
候
補
生
が
加
わ
り
、
首
相

官
邸（
犬
養
首
相
射
殺
）、内
大
臣
官
邸
、

警
視
庁
、
立
憲
政
友
会
本
部
、
日
本
銀

行
な
ど
を
襲
撃
し
、
橘
と
愛
郷
塾
塾
生

７
名
は
農
民
決
死
隊
と
称
し
て
都
内
と

埼
玉
県
下
の
変
電
所
を
襲
撃
し
た
。

　
　
　
　

時
代
は
ず
っ
と
下
っ
て
、
晩

年
の
住
井
す
ゑ
の
抱
樸
舎
を
、
元
橘
門

下
の
矢
吹
正
吾
と
い
う
人
が
何
度
か
訪

れ
た
と
い
う
。

晩年の橘孝三郎と筆跡
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